
ひょうご事業改善レビュー対象事業の選定

区分 R7対象 【参考】R6対象 実施内容

① 事業改善型 全事業を対象
事業開始後３
年経過した事
業を対象

有効性及び効率性の観点等で、事業改善の自己
評価を実施

② 指標点検型 全事業を対象
若者・Z 世代
応援パッケー
ジのみを対象

事業効果が正確に測定できる評価指標が設定さ
れているかといった観点等で、自己確認を実施

③  フォローアップ型
R４レビュー
事業を対象

（実施なし）
事業改善状況の自己評価及びR4レビュー対象事
業のフォローアップ（外部委員会のモニタリング）
を実施

■実施内容
以下３つの区分に基づき、各部においてひょうご事業改善レビュー対象事業を選定のうえ、各事業の自己

評価等を実施

■レビュー対象事業
本レビュー推進部会において、今年度レビュー対象事業（計１８事業※2ﾍ゚ ｼー゙ 参照）を決定

■好事例の横展開等
レビュー対象事業のうち、好事例として横展開する事業（表彰事業）を外部委員会にて決定

自己確認結果等はレビューシートとしてホームページで公表
※URL：https://web.pref.hyogo.lg.jp/kk23/jigyoukaizenrebyu0.html

1



事業改善レビュー選定事業（一覧）

①事業改善型（8事業＋振替分2事業） ②指標点検型（５事業）

No. 部局名 事 業 名

1 企画部 「ひょうごSDGs Hub」を活用したSDGsの推進

2 県民生活部 ひょうごプレミアム芸術デーの開催

3 危機管理部
消防団の活性化
（女性消防団員充実強化支援事業）

4 福祉部 潜在保育士復職支援研修事業

5 産業労働部 ひょうご産業SDGs推進宣言事業・認証事業

6 農林水産部 学校給食県産食材供給拡大事業

7 環境部
食品ロス削減に向けたひょうごフードドライブの全県
展開

8 まちづくり部 空き家活用支援事業

③フォローアップ型から振り替える事業

9 総務部
大学連携組織を活用した県内大学生の地元就職促進プ
ロジェクト

10 福祉部 視覚障害者情報取得等充実強化事業

No. 部局名 事 業 名

1 総務部 県立大学授業料等無償化事業

2 県民生活部
人権インクルーシブ推進事業
（旧：人権ダイバーシティ推進事業）

3 産業労働部 ものづくり中小企業におけるDX実践モデル事業

4 土木部 生活交通ネットワーク再編等実証実験

5 教育委員会 県立高校ふるさと共創プロジェクト

③フォローアップ型（３事業）

No. 部局名 事 業 名

1 福祉部 依存症対策総合支援事業

2 県民生活部 スポーツ大会招致事業

3 県民生活部 県民芸術劇場の開催

・フォローアップ型のうち、改善が必要と考えられる事業は、事業改善型へ振り替える（2事業）
・フォローアップ型のうち、改善が達成されたと考えられる事業については、各部局の自己評価に
対して、各委員からコメント（モニタリング）を実施（27事業）
・上記27事業のうち、委員コメントをもとに選定した、委員会評価対象事業（3事業）について、
好事例として横展開する事業（表彰事業）を外部委員会にて決定
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No. 部局名 事 業 名

① より効果的・効率的な事業内容等への見直し（20事業）

(1) ICTの活用

1 総務部
大学連携組織を活用した県内大学生の地元就職促進プ
ロジェクト

2 福祉部 手話普及促進事業

3 保健医療部 訪問看護ステーション教育支援強化事業

4 教育委員会 教育副読本配布事業

(2) 周知・PR方法の改善・強化

5 企画部 ひょうごe-県民登録事業

6 福祉部 依存症対策総合支援事業

7 福祉部 国保特定健診・特定保健指導実施率アップ事業

8 産業労働部 ひょうごオンリーワン企業等認定・支援事業

9 土木部 兵庫県CGハザードマップ運営事業

10 教育委員会 教員採用試験・工夫改善事業

(3) 県民ニーズ等の適切な把握を通じた事業内容の充実

11 福祉部 視覚障害者情報取得等充実強化事業

12 保健医療部 企業のメンタルヘルス等推進事業

13 保健医療部 働き盛り世代の認知症予防･早期発見･対応促進事業

No. 部局名 事 業 名

(4) 課題解決に向けた事業内容の改善

14 産業労働部 商店街買い物アシスト事業

15 農林水産部 地域楽農生活センター開設支援事業

16 農林水産部 田舎暮らし農園施設整備支援事業

17 環境部 特定外来生物被害対策事業

18 環境部 有害鳥獣捕獲狩猟者育成プロジェクト

19 まちづくり部
公共交通バリアフリー化促進事業
（鉄道駅舎エレベーター等設置補助）

20 県民生活部 スポーツ大会招致事業

② 民間等との協働・民間活力の活用（５事業）

21 産業労働部 カムバックひょうごハローワークの運営

22 産業労働部 異業種交流活性化支援事業

23 産業労働部 地場産業海外展開支援事業

24 産業労働部 コワーキングスペース開設支援事業

25 県民生活部 県民芸術劇場の開催

③ 県民等の利便性の向上（４事業）

26 保健医療部 企業におけるがん検診受診促進事業

27 教育委員会 高等学校等就学支援事業

28 福祉部 心身障害者扶養共済制度

29 農林水産部 ひょうご食品認証事業

（参考）フォローアップ型（R4事業改善レビュー対象事業一覧）
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■ひょうごプレミアム芸術デーの開催

芸術文化施設の無料開放・無料イベント・障害のある方や子育て世帯にも配慮した取組の実施

事業概要

・参加施設数が頭打ちとなる傾向が見えてきている

・施設数には限りがあるため、来館者の再訪を促す取組として、行政以外の発想も含めた発信
力強化に努める必要

課題・改善の方向性

（参考）選定事業概要（例）

① 事業改善型（10事業）

■県立高校ふるさと共創プロジェクト

県立高校生が地域資源を知り、見直しや活用しについて学びを深め発信する取組を通じ、ふるさとへの
愛着やプライドを醸成し、地方創生に貢献する人材を育成

事業概要

アウトプット指標：県立高校ふるさと共創プロジェクトの実施校数
（各校での取組みの全県的な横展開でより効果的な学習を図る観点から、全県立学校で取組む必要があるため設定）

アウトカム指標：将来、ふるさとで働きたいと思う生徒の割合
（地方創生に貢献する人材を育成し、ふるさとへの愛着を測るため設定）

アウトプット指標・アウトカム指標

② 指標点検型（５事業）
アウトプット指標…行政側の努力で直接的にコントロール可能な指標
アウトカム指標……行政側で直接的にコントロールできないが、事業活動を通じて

結果的にコントロールしたい指標
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■依存症対策総合支援事業

依存症患者及びその家族等に対する包括的な支援を提供し、地域におけるニーズに総合的に対応するた
め、「ひょうご・こうべ依存症対策センター」等において、依存症に対する相談に応じるとともに、依存
症患者及びその家族等を支援する事業を実施

事業概要

・関係団体と連携して啓発活動等を何回したかということをアウトプット指標にしてはどうか
・アウトカム指標は相談件数、アウトプット指標は相談イベント等の回数や実施時間等とすべき。
・アルコール等に初めて触れるのは大学時代と考えられるため、若いうちから正しい知識を学ぶという意
味で、大学生等、若者向けに周知することも検討してほしい。

・レビュー意見を踏まえた指標の見直し
・SNSの活用や、高校生向け、大学生向けの啓発資料を作成するなどにより、若年層への啓発活動を実施
・自助グループ等団体が実施する研修やセミナー、相談会等にかかる経費の一部を助成

R4レビュー意見・改善状況

（参考）選定事業概要（例）

③ フォローアップ型（３事業）
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・R4レビュー委員会の意見を受け、アウトカム・アウトプット指標の見直しを行い、相談件数や啓発活動
回数など、実態に即した評価指標を設定した点は高く評価できる

・自助グループ等との連携強化や活動補助事業の実施は、独自の改善であり、地域資源を活かした支援体
制の充実に寄与している

外部委員コメント



■外部委員会の開催

■外部委員会 委員（６名）
氏名（◎：委員長） 役 職 等 委員就任

◎上村 敏之 関西学院大学経済学部 教授 R4～

  小田垣 栄司 株式会社ノヴィータ 相談役 R4～

   瀧井 智美 株式会社ICB 代表取締役 R4～

福田 直樹 兵庫県立大学大学院 社会科学研究科経営専門職専攻 准教授 R4～

別府 幹雄 元株式会社ガバメイツ 代表取締役社長 R4～

   中尾 志都 公認会計士 R6～

外部委員会の開催について

1 日程

下記の日程の計5日間で実施（オンライン開催（9月12日のみ対面開催））

19日（火） 14:00～16:30 

21日（木） 14:00～16:00

25日（月） 14:00～16:00

４日（木） 14:00～16:00 

12日（金） 14:00～16:00

【8月】 【9月】

2 外部委員会の進め方

各部による事業説明 ５分

意見交換 20分

意見取りまとめ ５分

ア 進め方   １事業あたり30分程度

イ 説明者   事業所管課長 等

外部委員会の進め方
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【令和７年度ひょうご事業改善レビュー】　外部委員会日程表

　開催方法：オンライン、対面併用(9/12のみ)　１コマ30分程度

番号 時間割 事業名 部局 所管課

14:00～14:30 財務部長あいさつ、今年度方針の事務局説明

8 14:30～15:00 空き家活用支援事業 まちづくり部 住宅政策課

4 15:00～15:30 潜在保育士復職支援研修事業 福祉部 こども政策課

10 15:30～16:00
（フォローアップ型から振り替える事業）

視覚障害者情報取得等充実強化事業
福祉部 ユニバーサル推進課

15 16:00～16:30 県立高校ふるさと共創プロジェクト 教育委員会 高校教育課

3 14:00～14:30 消防団の活性化（女性消防団員充実強化支援事業） 危機管理部 消防保安課

9 14:30～15:00
（フォローアップ型から振り替える事業）

大学連携組織を活用した県内大学生の地元就職促進プロジェクト
総務部 教育課

11 15:00～15:30 県立大学授業料等無償化事業 総務部 教育課

14 15:30～16:00 生活交通ネットワーク再編等実証実験 土木部 交通政策課

14:00～14:30 財務部長あいさつ、今年度方針の事務局説明

1 14:30～15:00 「ひょうごSDGs Hub」を活用したSDGsの推進 企画部 SDGs推進課

7 15:00～15:30 食品ロス削減に向けたひょうごフードドライブの全県展開 環境部 環境政策課

13 15:30～16:00 ものづくり中小企業におけるDX実践モデル事業 産業労働部 地域産業立地課

5 14:00～14:30 ひょうご産業SDGs推進宣言事業・認証事業 産業労働部 地域経済課

2 14:30～15:00 ひょうごプレミアム芸術デーの開催 県民生活部 芸術文化課

12 15:00～15:30 人権インクルーシブ推進事業（旧：人権ダイバーシティ推進事業） 県民生活部 総務課人権推進室

6 15:30～16:00 学校給食県産食材供給拡大事業 農林水産部 流通戦略課

14:00～14:30 依存症対策総合支援事業 福祉部 障害福祉課

14:30～15:00 スポーツ大会招致事業 県民生活部 スポーツ振興課

15:00～15:30 県民芸術劇場の開催 県民生活部 芸術文化課

15:30～16:00 表彰事業（好事例として横展開する事業）の決定

9月4日 （木）
14:00～16:00

（目安）

フォローアップ型3事業（各委員コメントを踏まえレビュー推進部会にて決定）

オンラインと対面の併用で開催（本庁１号館２階会議室）

9月12日 （金）
14:00～16:00

（目安）

8月21日 （木）
14:00～16:00

（目安）

8月25日 （月）
14:00～16:00

（目安）

日時

8月19日 （火）
14:00～16:30

（目安）
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